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(57)【要約】
　閉塞性医療装置システムは、管状体部の中を貫通して
長手方向に延びるルーメンと、管状体部から遠位方向に
延びる複数の保持アームとを有する長尺状シャフトを含
む。閉塞性医療装置は、拡張可能な閉塞性要素に固定さ
れた近位管状装着部を含む。離脱ワイヤは、遠位係合位
置と近位離脱位置との間で軸方向に並進可能であり、離
脱ワイヤは、遠位係合部と、遠位係合部の遠位に遠位保
持部とを有する。遠位係合部は、遠位係合位置で複数の
保持アームと係合して、複数の保持アームを近位管状装
着部と離脱可能に係合させる。離脱ワイヤが近位離脱位
置にあるとき、複数の保持アームは、径方向内方に偏向
されて、近位管状装着部分から離脱される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管状体部を有する長尺状シャフトと、前記管状体部の中を長手方向に貫通して延びるル
ーメンと、前記管状体部から遠位方向に延びる複数の保持アームと、
　血管の管腔内を通過する流体の流れを閉塞するように構成された閉塞性医療装置であっ
て、拡張可能な閉塞性要素に固定された近位管状装着部を備える前記閉塞性医療装置と、
　前記管状体部の前記ルーメン内に配置されて、遠位係合位置と近位離脱位置との間で軸
方向に並進可能な離脱ワイヤであって、遠位係合部と前記遠位係合部の遠位に遠位保持部
とを備える前記離脱ワイヤとを備え、
　前記複数の保持アームは、前記近位管状装着部の中に延び、
　前記離脱ワイヤの遠位係合部は、前記遠位係合位置で前記複数の保持アームに係合して
前記複数の保持アームを径方向外方に付勢して前記閉塞性医療装置の前記近位管状装着部
に離脱可能に係合させ、
　前記複数の保持アームは、前記離脱ワイヤが前記近位離脱位置にあるとき、径方向内方
に偏向して前記近位管状装着部から離脱する、閉塞性医療装置システム。
【請求項２】
　前記遠位保持部は、前記遠位係合位置において前記ルーメンの内径よりも大きな最大外
側範囲を有する、請求項１に記載の閉塞性医療装置システム。
【請求項３】
　前記遠位保持部は、前記遠位係合位置から前記近位離脱位置まで前記ルーメン内を軸方
向に並進するように構成されている、請求項２に記載の閉塞性医療装置システム。
【請求項４】
　前記遠位保持部は非直線状である、請求項１～３のいずれか一項に記載の閉塞性医療装
置システム。
【請求項５】
　前記遠位保持部はらせんコイルからなる、請求項４に記載の閉塞性医療装置システム。
【請求項６】
　前記らせんコイルはピッチが閉じている、請求項５に記載の閉塞性医療装置システム。
【請求項７】
　前記らせんコイルはピッチが開いている、請求項５に記載の閉塞性医療装置システム。
【請求項８】
　前記遠位保持部は座屈した先端部を有する、請求項４に記載の閉塞性医療装置システム
。
【請求項９】
　前記近位管状装着部は、前記離脱ワイヤが前記遠位係合位置にあるとき、前記複数の保
持アームに係合するように構成された複数の開口を有する、請求項１～８のいずれか一項
に記載の閉塞性医療装置システム。
【請求項１０】
　前記複数の保持アームはそれぞれ、保持アームの外面から径方向外方に延びる突出部を
有する、請求項９に記載の閉塞性医療装置システム。
【請求項１１】
　前記複数の保持アームの前記突出部はそれぞれ、前記離脱ワイヤが前記遠位係合位置に
あるとき、前記近位管状装着部の前記複数の開口のうちの１つと係合する、請求項１０に
記載の閉塞性医療装置システム。
【請求項１２】
　脈管を進むように構成されたマイクロカテーテルをさらに備え、
　前記長尺状シャフトが前記マイクロカテーテルのルーメン内に摺動可能に配置されてい
る、請求項１～１１のいずれか一項に記載の閉塞性医療装置システム。
【請求項１３】
　前記閉塞性医療装置は、搬送時形態から展開時形態に拡張可能である、請求項１２に記
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載の閉塞性医療装置システム。
【請求項１４】
　前記閉塞性医療装置は、前記搬送時形態で前記マイクロカテーテルの前記ルーメンの遠
位端の内部に配置される、請求項１３に記載の閉塞性医療装置システム。
【請求項１５】
　前記離脱ワイヤが前記近位離脱位置にあり、且つ、前記複数の保持アームが前記近位管
状装着部から離脱されるとき、前記閉塞性医療装置は前記長尺状シャフトから離脱される
、請求項１３に記載の閉塞性医療装置システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、医療機器、および医療機器を製造する方法、ならびに、医療機器を使用する
方法に関する。より詳細には、本開示は、閉塞性医療装置システムや閉塞性医療装置を搬
送し且つ離脱する為の手段の態様に関する。
【背景技術】
【０００２】
　様々な種類の体内医療機器が、医療用途、例えば外科的用途や血管内用途などのために
開発されてきている。これらの装置には、ガイドワイヤ、カテーテル、医療装置搬送シス
テム（例えば、ステント、グラフト、置換バルブ、閉塞性医療装置など）などが含まれる
。これらの装置は、異なる様々な製造方法で製造され、且つ、様々な方法で使用される。
代替的な医療装置ならびに医療機器を製造する為の方法や使用する為の代替方法を提供す
ることに対して継続的なニーズがある。
【発明の概要】
【０００３】
　第１の態様では、閉塞医療装置システムは、管状体部を有した長尺状シャフトと、管状
体部の内部を貫通して長手方向に延びるルーメンと、管状体部から遠位方向に延びる複数
の保持アームと、血管のルーメン内の流体の流れを閉塞するように構成された閉塞医療装
置であって、拡張可能な閉塞要素に固定された近位管状装着部を含む閉塞医療装置と、管
状体部のルーメン内に配置され、遠位係合位置と近位離脱位置との間で軸方向に移動可能
な離脱ワイヤであって、遠位係合部と遠位係合部の遠位に遠位保持部とを有する離脱ワイ
ヤとを備える。複数の保持アームは、近位管状装着部の中に延び得る。離脱ワイヤの遠位
係合部は、複数の保持アームを遠位係合位置にて係合して、それによって複数の保持アー
ムを閉塞医療装置の近位管状装着部に離脱自在に係合させるように径方向外方に付勢する
。離脱ワイヤが近位離脱位置にあるとき、複数の保持アームは径方向内方に偏向して近位
管状装着部から外れ得る。
【０００４】
　追加的にまたは代替的に、第２の態様では、遠位保持部は、遠位係合位置におけるルー
メンの内径よりも大きな最大外側範囲を備える。
　追加的にまたは代替的に、第３の態様では、遠位保持部は、遠位係合位置から近位離脱
位置までルーメン内を軸方向に並進するように構成される。
【０００５】
　追加的にまたは代替的に、第４の態様では、遠位保持部は非直線状である。
　追加的にまたは代替的に、第５の態様では、遠位保持部はらせんコイルを備える。
　追加的にまたは代替的に、第６の態様では、らせんコイルはピッチが閉じている。
【０００６】
　追加的にまたは代替的に、第７の態様では、らせんコイルはピッチが開いている。
　追加的にまたは代替的に、第８の態様では、遠位保持部は、座屈した先端部を備える。
　追加的にまたは代替的に、第９の態様では、近位管状装着部は、離脱ワイヤが遠位係合
位置にあるとき、複数の保持アームに係合するように構成された複数の開口を備える。
【０００７】
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　追加的にまたは代替的に、第１０の態様では、複数の保持アームはそれぞれ、対応する
各保持アームの外面から径方向外方に延びる突出部を備える。
　追加的にまたは代替的に、第１１の態様では、離脱ワイヤが遠位係合位置にあるとき、
複数の保持アームの突出部はそれぞれ、近位管状装着部の複数の開口のうちの１つに係合
する。
【０００８】
　追加的にまたは代替的に、第１２の態様では、閉塞医療装置システムは、脈管構造を進
むように構成されたマイクロカテーテルと、管状体部を有する長尺状シャフトと、管状体
部の中を長手方向に貫通して延びるルーメンと、管状体部から遠位方向に延びる複数の保
持アームと、血管の管腔内の流体の流れを閉塞するように構成された閉塞医療装置であっ
て、拡張可能な閉塞要素に固定された近位管状装着部を含む閉塞医療装置と、管状体部の
ルーメン内に配置されて遠位係合位置と近位係合位置の間で軸方向に並進可能な離脱ワイ
ヤであって、遠位係合部と該遠位係合部より遠位の遠位保持部とを備える離脱ワイヤとを
備える。複数の保持アームは、近位管状装着部の中に延びうる。離脱ワイヤの遠位係合部
は、遠位係合位置において複数の保持アームに係合することによって、閉塞性医療装置の
近位管状装着部に離脱可能に係合するように複数の保持アームを径方向外方に付勢する。
離脱ワイヤが近位離脱位置にあるとき、複数の保持アームは、近位管状装着部から離脱す
るように径方向内方に偏向され得る。長尺状シャフトは、マイクロカテーテルのルーメン
内に摺動可能に配置され得る。
【０００９】
　追加的にまたは代替的に、第１３の態様では、閉塞性医療装置は、搬送時形態から展開
時形態に拡張可能である。
　追加的にまたは代替的に、第１４の態様では、閉塞性医療装置は、送達時形態でマイク
ロカテーテルのルーメンの遠位端内に配置される。
【００１０】
　追加的にまたは代替的に、第１５の態様では、離脱ワイヤが近位離脱位置にあり、かつ
、複数の保持アームが、近位管状装着部から離脱されているとき、閉塞性医療装置は、長
尺状シャフトから離脱される。
【００１１】
　追加的にまたは代替的に、第１６の態様では、閉塞性医療装置システムは、脈管を進む
ように構成されたマイクロカテーテルと、マイクロカテーテルのルーメン内に摺動可能に
配置される長尺状シャフトであって、長尺状シャフトの近位端からその遠位端まで管状体
部の中を貫通して延びるルーメンを有する長尺状シャフトと、血管の管腔内の流体の流れ
を閉塞するように構成された閉塞性医療装置であって、長尺状シャフトに離脱可能に連結
される閉塞性医療装置と、管状体部のルーメン内に配置されて遠位係合位置と近位係合位
置との間で軸方向に並進可能な離脱ワイヤであって、遠位係合部と該遠位係合部よりも遠
位に非直線状の遠位保持部とを有する離脱ワイヤとを備える。離脱ワイヤは、離脱ワイヤ
が閉塞性医療装置の少なくとも一部の内部に配置されたとき、閉塞性医療装置を長尺状シ
ャフトの遠位端に固定し得る。
【００１２】
　追加的にまたは代替的に、第１７の態様では、閉塞性医療装置システムは、長尺状シャ
フトの遠位端と閉塞性医療装置の近位端の間に配置された取り付け機構をさらに備える。
取り付け機構は、離脱ワイヤを摺動可能に受承するように構成された第１の長手方向のル
ーメンを有する第１の部分と、離脱ワイヤを摺動可能に受承するように構成された第２の
長手方向のルーメンを有する第２の部分とを有する。第１の部分は、長尺状シャフトの遠
位端に固定して取り付けられ、第２の部分は、閉塞性医療装置の近位端に固定して取り付
けられ得る。
【００１３】
　追加的にまたは代替的に、第１８の態様では、遠位係合位置では、非直線状の遠位保持
部は、第２の部分の遠位に配置され、第２の長手方向のルーメンの内径よりも大きな最大
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外側範囲を形成する。
【００１４】
　追加的にまたは代替的に、第１９の態様では、第１の部分と第２の部分とは、互いにイ
ンターロックするように構成され、第１の部分が第２の部分に当接して第１の長手方向の
ルーメンが第２の長手方向のルーメンと同軸上に整合したとき、第１の部分と第２の部分
の間における軸方向の相対移動は防止される。
【００１５】
　追加的にまたは代替的に、第２０の態様では、第１の部分と第２の部分とは、互いにイ
ンターロックするように構成され、第１の部分が第２の部分に当接して、第１の長手方向
のルーメンが第２の長手方向のルーメンと同軸上に整合して、離脱ワイヤが第１の長手方
向のルーメンと第２の長手方向のルーメンに摺動可能に係合されたとき、第１の部分と第
２の部分の間の横方向の相対移動は防止される。
【００１６】
　いくつかの実施形態、態様、および例についての上記概要は、本開示の各実施形態また
は全ての実施態様を説明することを意図していない。以下の図面及び詳細な説明が上記実
施態様をより詳細に説明する。
【００１７】
　本開示は、添付の図面と合わせて様々な実施形態についての以下の詳細な説明を考慮す
ることにより、より完全に理解し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】搬送時形態の閉塞性医療装置を含む閉塞性医療装置システムの例を示す図。
【図２】拡張時形態の閉塞性医療装置を含む閉塞性医療装置システムを示す図。
【図３】図２の閉塞性医療装置システムの部分切断図。
【図４】閉塞性医療装置システムの離脱ワイヤの例を示す図。
【図５】閉塞性医療装置システムの離脱ワイヤの例を示す図。
【図６】閉塞性医療装置システムの離脱ワイヤの例を示す図。
【図７】図１，２の閉塞性医療装置の離脱を示す断面図。
【図８】図１，２の閉塞性医療装置の離脱を示す断面図。
【図９】図１，２の閉塞性医療装置の離脱を示す断面図。
【図１０】搬送時形態の閉塞性医療装置を含む閉塞性医療装置システムの例を示す図。
【図１１】図１０の閉塞性医療装置の離脱を示す図。
【図１２】図１０の閉塞性医療装置の離脱を示す図。
【図１３】図１０の閉塞性医療装置の離脱を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本開示の態様は、様々な変更形態と代替形態とが可能であるが、それらのうちの特別な
ものが例示することを目的として図面に示され且つ詳細に説明されている。しかしながら
、それは、本開示を説明する特定の実施形態に限定することを意図したものではない。む
しろ、その意図は、本発明の趣旨および範囲に含まれるすべての変更形態、均等形態、お
よび代替形態を包含することにある。
【００２０】
　以下の説明は、図面を参照して読まれたい。図面は必ずしも縮尺通りではなく、類似す
る参照番号は、いくつかの図において類似する要素を示す。詳細な説明および図面は、例
示することを意図したものであり、特許を請求する発明を限定することを意図したもので
はない。当業者であれば、開示され示されている様々な要素が、本発明の範囲から逸脱す
ることなく様々な組み合わせと構成で配置され得ることが理解できる。詳細な説明および
図面は、特許を請求する発明の例示的な実施形態を示す。しかしながら、明確にすること
と理解を容易にすることとを目的として、必ずしもすべての機能や要素が各図面に示され
ていない場合があるが、特に指定がない限り、機能や要素は存在すると理解され得る。
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【００２１】
　以下の定義された用語については、特許請求の範囲または本明細書の別の場所で異なる
定義が与えられていない限り、これらの定義が適用されるものとする。
　すべての数値は、明記されているかどうかに関係なく、「約」という用語によって修飾
されるものと想定されている。数値の文脈における「約」という用語は、一般に、列挙さ
れた値と同等である（例えば、同じ機能または結果を有する）と当業者が考える数値範囲
を指す。多くの場合、「約」という用語には、最も近い有効数字に四捨五入された数字が
含まれ得る。「約」という用語の他の使用（例えば、数値以外の文脈）は、特に明記しな
い限り、本明細書の文脈から理解され、且つ、一致するように、通常および慣習的な定義
を有すると想定され得る。
【００２２】
　終点による数値範囲の列挙には、終点を含むその範囲内のすべての数値が含まれる（例
えば、１～５には１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、５が含まれる）。
　様々な構成要素、特徴や、仕様に関連するいくつかの好適な寸法、範囲、および／また
は値が開示されているが、当業者であれば、本開示を参照して、所望の寸法、範囲、およ
び／または値が、開示されている寸法、範囲、数値から逸脱する場合があることを理解で
きる。
【００２３】
　本明細書および添付の特許請求の範囲で使用されるように、単数形「１つ（ａ）」、「
１つ（ａ）」、および「その（ｔｈｅ）」は、内容が明確に別の指示をしない限り、複数
の指示対象を含む。本明細書および添付の特許請求の範囲で使用されるように、「または
（ｏｒ）」という用語は、内容が明らかにそうでないことを示さない限り、「および／ま
たは（ａｎｄ／ｏｒ）」を含む意味で一般的に使用される。理解を容易にするために、本
開示の特定の特徴は、開示された実施形態内で複数存在、または繰り返しがあっても、そ
れらの特徴は単数で説明される場合があることに留意されたい。明示的に否定されない限
り、特徴の各事例には、単数の開示が含まれ、および／またはそれに包含され得る。簡潔
にすることおよび明確にすることを目的として、開示された発明の必ずしもすべての要素
が各図に示され、または以下で詳細に説明されるとは限らない。しかしながら、明確に反
対のことが述べられていない限り、以下の説明は、複数の構成要素の任意の１つおよび／
または全てに等しく適用できることを理解されたい。さらに、明確にすることを目的とし
て、いくつかの要素または機能のすべての例が必ずしも各図に示されていないが場合があ
る。
【００２４】
　「近位」、「遠位」、「前進」、「後退」、それらの変形などのような相対的な用語は
、一般的に、装置使用者／操作者／操縦者に対するさまざまな要素の配置、方向、および
／または操作に関して考慮され得る。「近位」と「後退」という用語は、装置使用者に接
近することすなわち装置使用者に向かうことを指し、「遠位」と「前進」は、装置使用者
から離間することすなわち遠ざかることを指す。いくつかの場合において、「近位」およ
び「遠位」という用語は、本開示の理解を容易にするために任意に割り当てられる場合が
あるが、そのような例は、当業者であれば容易に理解できる。「上流」、「下流」、「流
入」、および「流出」などの別の相対的な用語は、体管腔、血管、または装置内などのル
ーメン内の流体の流れる方向を指す。「軸方向」、「周方向」、「長手方向」、「横方向
」、「径方向」などのさらに別の相対的な用語やそれらの変形は、一般に、開示された構
造又は装置の中心の長手方向軸に対する方向や向きを指す。
【００２５】
　「範囲」という用語は、指定または特定された寸法の最大の測定値を意味すると理解さ
れ得る。例えば、「外側範囲」は最大の外側寸法を意味すると理解され、「径方向範囲」
は最大の径方向の寸法を意味すると理解され、「長手方向範囲」は最大の長手方向の寸法
を意味すると理解され得る。「範囲」の各例は異なっていてもよく（例えば、軸方向、長
手方向、横方向、径方向、周方向など）、当業者であれば、個々の使用されている文脈か



(7) JP 2020-530798 A 2020.10.29

10

20

30

40

50

ら明らかであろう。一般に、「範囲」は、使用目的に応じて測定された最大の可能な寸法
と見なすことができる。いくつかの場合には、「範囲」は一般に平面や断面内で直交して
計測され得るが、特定の文脈から明らかなように、角度方向、径方向、周方向（例えば、
円弧に沿って）など異なる方法で測定されてもよい。
【００２６】
　本明細書における「実施形態」、「いくつかの実施形態」、「別の実施形態」などへの
言及は、記載された実施形態が特定の特徴、構造、または特性を含むことができることを
示すが、全ての実施形態が特定の特徴、構造、または特性を必ずしも含むとは限らない。
さらに、そのような言い回しは、必ずしも同一の実施形態を指すとは限らない。さらに、
特定の特徴、構造、または特性が一定の実施形態に関連して説明される場合には、明記さ
れているか否かに関わらず、明示的に反することが記載されていない場合には、別の実施
形態に関連して特定の特徴、構造、または特性を実施することは、当業者の知識の範囲内
であろう。つまり、当業者であれば理解できるであろうが、以下に説明するさまざまな個
々の要素は、特定の組み合わせで明記されていなくても、別の追加的な実施形態を形成す
ること、または、説明した実施形態を補完したり改善したりするために互いに組み合わせ
たり構成したりすることができると考えられる。
【００２７】
　明確にすることを目的として、明細書や特許請求の範囲の間で識別したり区別したりす
る為に明細書や特許請求の範囲を通して、特定の識別番号（例えば、第１、第２、第３、
第４など）が使用され得る。数字による命名法は限定することを意図するものではなく、
例示にすぎないことを理解されたい。いくつかの実施形態では、簡潔にすることおよび明
確にすることを目的として、以前に使用された数字による命名から変更や逸脱がなされて
いる場合がある。つまり、「第１」の要素として識別された要素が、後に「第２」の要素
、「第３」の要素などと呼ばれる場合があったり、完全に省略されたり、異なる要素が「
第１」の要素と呼ばれることもある。各例における意味や指定は、当業者であれば理解で
きる。
【００２８】
　心血管系に影響を与たり影響を受ける疾患や病状が世界中で流行している。例えば、あ
る種の動脈静脈奇形（ＡＶＭ）は、血管系を通る正常な血流を「流出」させる可能性があ
る。理論に縛られるものではないが、正常であり、酸素や栄養が豊富な血流を絶つことに
より成長や拡大を制限して、動脈の異形成やその他の病気や症状を少なくとも部分的に治
療することが可能であると考えられる。血管の閉塞の恩恵を受け得る疾患または症状の別
の例には、限定ではないが、出血、動脈瘤、静脈不全、臓器切除前の血流の遮断、または
肝臓の枝血管への塞栓ビーズ逆流の防止が含まれ得る。本明細書では、いくつかの動脈静
脈奇形や別の疾患または症状を治療したり修復したりするために心血管系の一部内で使用
できる医療機器を開示する。本明細書で開示する装置は、以下でより詳細に説明するよう
に、いくつかの追加的な望ましい特徴および利点も提供し得る。
【００２９】
　図１，２は、閉塞性医療機器システムの例を示す。閉塞性医療装置システムの様々な要
素の特定の詳細は、図３～９を参照して以下でより詳細に説明する。閉塞性医療装置シス
テムは、マイクロカテーテル５０の中を貫通して延びるルーメンを有するマイクロカテー
テル５０を備え得る。閉塞性医療装置システムは、マイクロカテーテル５０のルーメン内
に摺動可能に配置された長尺状シャフト１００を備える。長尺状シャフト１００は、近位
端と、遠位端と、長尺状シャフト１００の長手方向軸に沿って長尺状シャフト１００の管
状体部の中を貫通して長手方向に延びるルーメン１０２とを含む。追加的には、閉塞性医
療装置システムは、長尺状シャフト１００のルーメン１０２内に摺動可能に配置されて、
遠位係合位置（例えば、図３，７）と近位離脱位置（例えば、図８，９）との間で軸方向
に移動可能な離脱ワイヤを備えるが、その理由は以下で明確になる。いくつかの実施形態
では、離脱ワイヤ１３０の近位部および／または近位端は、例えば、穿孔を有するポリマ
ー接合部や、異種ポリマー接合部や、脆弱な接合部を用いて（ただしこれに限定されない
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）長尺状シャフト１００の近位端に離脱可能に固定され得る。マイクロカテーテル５０、
長尺状シャフト１００、および／または離脱ワイヤ１３０の適切であるが非限定的な材料
について、例えば金属材料、ポリマー材料、複合材料などについて以下に説明する。
【００３０】
　閉塞性医療装置システムは、血管の管腔（例えば、動脈など）を通る流体および血流の
うちの少なくともいずれか一方を閉塞するように構成された閉塞性医療装置２００を備え
る。閉塞性医療装置２００は、拡張可能な閉塞性要素２３０に固定され、固定的に取り付
けられ、および／または一体形成される近位管状装着部２１０を含み得る。近位管状装着
部２１０は、以下により詳細に説明する複数の開口２１２を含んでもよい。閉塞性医療装
置２００は、近位管状装着部２１０から拡張可能な閉塞性要素２３０の中を通っておよび
／またはそれに沿って延びる長手方向軸を有することおよび／または画定することができ
る。いくつかの実施形態では、長尺状シャフト１００の少なくとも一部は、閉塞性医療装
置２００の近位管状装着部２１０の中に延びることおよび／または閉塞性医療装置２００
の近位管状装着部２１０に離脱可能に係合することができる。閉塞性医療装置２００およ
び／または拡張可能な閉塞性要素２３０は、搬送時形態（例えば、図１）から拡張展開時
形態（例えば、図２）に径方向に拡張することおよび／または長手方向に短縮することが
できる。拡張可能な閉塞要素２３０は、支持フレーム２３２と、支持フレーム２３２の少
なくとも一部にしっかりと取り付けられたり、囲んだり、包囲したりする閉塞膜２３４と
を備え得る。代替的には、閉塞性医療装置２００は、血管プラグ、塞栓コイル、または別
の好適な閉塞性医療装置であってもよいし、それらを含んでもよい。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置２００および／または拡張可能な閉塞性要素
２３０は、図１に示すように、搬送時形態でマイクロカテーテル５０の遠位部および／ま
たは遠位端の内部に配置され得る。閉塞性医療装置２００を標的部位または利益を受ける
領域まで前進したり案内したりした後、閉塞性医療装置２００を露出する為に、長尺状シ
ャフト１００および／または閉塞性医療装置２００をマイクロカテーテル５０の外部に遠
位方向に前進させること、および／または、長尺状シャフト１００および／または閉塞性
医療装置２００を固定位置に保持してマイクロカテーテル５０を近位方向に後退させるこ
とができる（例えば、長尺状シャフト１００および閉塞性医療装置２００のうちの少なく
ともいずれか一方をマイクロカテーテル５０に相対して長軸方向に移動させる）。いくつ
かの実施形態では、支持フレーム２３２は、図２に示すように、拘束されていない時に、
拡張時形態に向かっておよび／または拡張時形態に自動的に拡張するように構成された自
己拡張性材料から形成され得る（例えば、支持フレーム２３２は搬送時形態から拡張展開
時形態にシフトするように構成され得る）。いくつかの実施形態では、支持フレーム２３
２は、形状記憶材料または「トリガー」（例えば、温度、電流など）を有するように構成
された別の材料から形成され、支持フレーム２３２は「活性化」されるまで、搬送時形態
のままであり、活性化されると、拡張時形態に移行し得る。機械的な拡張部材および支持
的な拡張部材のうちの少なくともいずれか一方を使用して、閉塞医療装置２００、拡張可
能な閉塞要素２３０、および／または支持フレーム２３２を搬送時形態から拡張時形態に
シフトすることができる別の実施形態も想定され得る。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレーム２３
２は、少なくとも１つの支柱、支持体、および／または部材を含んだり備えたりし得る。
いくつかの実施形態では、拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレーム２３２
は、相互に連結されたり、接合されたり、一体形成されたりする複数の支柱、支持体、お
よび／または部材を含んだり備えたりし得る。いくつかの実施形態では、拡張可能な閉塞
要素２３０および／または支持フレーム２３２は、閉塞医療装置２００の近位管状装着部
２１０に隣接する概ね閉じた第１の端部と、概ね閉じた第１の端部に対向する、概ね開い
た第２の端部とを含み得る。ここで、拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレ
ーム２３２は、閉塞医療装置２００の近位管状装着部２１０から径方向外方に拡張し、そ
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こから離間する方向に開く。いくつかの実施形態では、拡張可能な閉塞要素２３０および
／または支持フレーム２３２は、閉塞医療装置２００の近位管状装着部２１０に近接する
概ね閉じた第１の端部と、概ね閉じた第１の端部に対向する、概ね閉じた第２の端部とを
含み、拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレーム２３２の中間部分は、概ね
閉じた第１の端部および概ね閉じた第２の端部から径方向外方に、および／またはそれら
の間で径方向外方に拡張する。拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレーム２
３２は、閉塞医療装置２００の長手方向軸に沿った長手方向の一定の長さを有することお
よび／または形成することができる。拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレ
ーム２３２の好適ではあるが限定的ではない材料について、例えば、金属材料、ポリマー
材料、複合材料などについて、以下で説明する。
【００３３】
　上記のように、閉塞膜２３４は、支持フレーム２３２の少なくとも一部にしっかりと取
り付けられたり、包囲したり、取り囲んだりすることができる。いくつかの実施形態では
、閉塞膜２３４は、拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレーム２３２の内面
、拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレーム２３２の外面に配置されたり取
り付けられたりしてもよいし、拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレーム２
３２の個々の支柱、支持体および／または部材の間に延びていてもよい。いくつかの実施
形態では、閉塞性膜２３４は、閉塞性医療装置２００の近位管状装着部２１０に近接する
概ね閉じた第１の端部と、概ね閉じた第１の端部に対向する概ね開いた第２の端部とを含
み得る。いくつかの実施形態では、閉塞性膜２３４は、閉塞性医療装置２００の近位管状
装着部２１０に近接する、概ね閉じた第１の端部と、概ね閉じた第１の端部に対向する、
概ね閉じた第２の端部とを含み得る。いくつかの実施形態では、閉塞性膜２３４の概ね閉
じた第１の端部は、閉塞性医療装置２００の近位管状装着部２１０に配置されたり、固着
されたりされ得る。いくつかの実施形態では、閉塞性膜２３４の概ね閉じた第１の端部は
、閉塞性医療装置２００の近位管状装着部２１０の遠位に配置され得る。いくつかの実施
形態では、閉塞性膜２３４は、拡張可能な閉塞性要素２３０および支持フレーム２３２の
うちの少なくともいずれか一方の長手方向長さの一部に沿って延び得る。例えば、閉塞膜
２３４の第２の端部は、拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレーム２３２の
第１の端部と、拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレーム２３２の第２の端
部との間に配置され得る。いくつかの実施形態では、閉塞膜２３４の第２の端部は、実質
的に真っ直ぐであってもよいし、閉塞医療装置２００の長手方向軸に鉛直な平面様式で配
置されてもよい。いくつかの実施形態では、閉塞性膜２３４の第２の端部は、実質的に波
形であってもよいし、閉塞性医療装置２００の長手方向軸に沿っておよび／または長手方
向軸に対して可変の長手方向の長さを有してよい。いくつかの実施形態では、閉塞膜２３
４は、拡張可能な閉塞要素２３０および／または支持フレーム２３２の長手方向の全長に
沿って延びてもよい。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、閉塞膜２３４は、実質的に非多孔性および流体不透過性のう
ちの少なくともいずれか一方であり得る。例えば、いくつかの実施形態では、血液または
他の流体は閉塞膜２３４を通過できない。したがって、閉塞性医療装置２００および／ま
たは拡張可能な閉塞性要素２３０が拡張時形態で血管の管腔（例えば、動脈など）内に展
開されると、拡張性閉塞性要素２３０、支持フレーム２３２および／または閉塞膜２３４
は血管の管腔を横断して延びて、血管の管腔内を通過する流体および／または血流を実質
的におよび／または完全に遮断したり閉塞したりし得る。いくつかの実施形態では、閉塞
膜２３４は、その上および／またはそれを覆って形成された不透過性コーティングおよび
／または材料（例えば、ポリマー材料など）の層を含み得る、織成され、織布され、およ
び／または多孔質性である材料を含んだり、そのような材料で形成され得る。いくつかの
実施形態では、閉塞膜２３４は、血液が急速に凝固して不浸透性バリアを形成する、織成
され、織布され、および／または多孔質である材料を含んだり、そのような材料から形成
されてもよい。閉塞膜２３４のためのいくつかの好適であるが非限定的な材料について、
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例えば金属材料、ポリマー材料、複合材料、織物材料などについては以下に説明する。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置システムは、長尺状シャフト１００の近位端
にしっかりと取り付けられたりそこから近位方向に延びて、離脱ワイヤ１３０の近位端に
しっかりと取り付けられた固定部材１４０を含む。固定部材１４０は、近位部１４２、遠
位部１４４、および固定部材１４０の近位端から固定部材１４０の遠位端まで延びる壁を
含み得る。少なくともいくつかの実施形態では、固定部材１４０の近位部１４２は、単一
の一体構造として固定部材１４０の遠位部１４４と一体形成される。固定部材１４０に好
適ではあるが非限定的であるいくつかの材料について、例えば金属材料、ポリマー材料、
複合材料などについて以下に説明する。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、固定部材１４０の近位部１４２は、固定部材１４０の遠位部
１４４から外れるように構成され得る。固定部材１４０の近位部１４２は、離脱ワイヤ１
３０の近位端に固着される。固定部材１４０の遠位部１４４は、長尺状シャフト１００の
近位端に固着され得る。少なくともいくつかの実施形態では、固定部材１４０の遠位部１
４４の外面は、長尺状シャフト１００の内面（例えば、ルーメン１０２を画定する表面）
に固着される。代替的には、いくつかの実施形態では、固定部材１４０の遠位部１４４の
内面は、長尺状シャフト１００の外面に固着される。いくつかの実施形態では、固定部材
１４０の近位部１４２は、接合部で固定部材１４０の遠位部１４４に離脱可能に固定され
て、そこから離脱するよう構成される。いくつかの実施形態では、接合部は、固定部材１
４０の壁に形成されたミシン目、異種ポリマー接合部、壊れやすいリンク、または別の離
脱可能な固定機構であり得る。
【００３７】
　少なくともいくつかの実施形態では、固定部材１４０は、固定部材１４０の近位部１４
２が固定部材１４０の遠位部１４４から外れる前に、離脱ワイヤ１３０が、長尺状シャフ
ト１００および／または閉塞性医療装置２００に相対して軸方向に並進することを防止し
得る。固定部材１４０の遠位１４４から固定部材１４０の近位部１４２を外すことにより
、離脱ワイヤ１３０は固定部材１４０の遠位部１４４および／または長尺状シャフト１０
０に相対して軸方向に並進できるようになる。言い換えれば、固定部材１４０の遠位部１
４４の壁は、ルーメンを画定し、離脱ワイヤ１３０は、固定部材１４０の遠位部１４４の
ルーメン内に摺動可能に配置され得る。固定部材１４０の遠位部１４４から固定部材１４
０の近位部１４２の離脱後、固定部材１４０の遠位部１４４および／または長尺状シャフ
ト１００に相対して近位部１４２を軸方向に並進することにより、離脱ワイヤ１３０は長
尺状シャフト１００および／または固定部材１４０の遠位部１４４に相対して並進され、
閉塞性医療装置２００は長尺状シャフト１００の遠位端から離脱され得る。
【００３８】
　離脱ワイヤ１３０は、固定部材１４０の近位部１４２が固定部材１４０の遠位部１４４
と係合したとき、遠位係合位置で、複数の保持アーム１２０を閉塞性医療装置２００の近
位管状装着部２１０に離脱可能に係合させる。例えば、固定部材１４０の近位部１４２が
固定部材１４０の遠位部１４４から離脱されたり分離されたりすると、離脱ワイヤ１３０
は、長尺状シャフト１００に相対して近位方向に近位離脱位置まで並進移動され、複数の
保持アーム１２０を径方向内方に偏向して、近位管状装着部２１０から離脱する。いくつ
かの実施形態では、離脱ワイヤ１３０は、固定部材１４０の遠位部１４４、長尺状シャフ
ト１００、ルーメン１０２、複数の保持アーム１２０、および近位管状装着部２１０およ
び／または閉塞性医療機器２００の少なくとも一部の内部に摺動可能に配置され得る。
【００３９】
　使用時には、長尺状シャフト１００は、標的部位または利益を受ける領域から、装置操
作者（例えば、臨床医、医師、ユーザー等）により閉塞医療装置システムが操作される患
者の体外の部位まで到達するために十分な長さを有し得る。閉塞性医療装置システムの操
作者は、次に、固定部材１４０の遠位部１４４に第１の手を置き、固定部材１４０の近位
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部１４２に第２の手を置くことができる。固定部材１４０の近位部１４２は、マイクロカ
テーテル５０の近位の位置で固定部材１４０の遠位部１４４から離脱するように構成され
得る。少なくともいくつかの実施形態では、固定部材１４０の近位部１４２は、固定部材
１４０の近位部１４２を固定部材１４０の遠位部１４４に相対して湾曲し、捩曲し、およ
び／または引張ることにより、固定部材１４０の遠位部１４４から離脱され得る。いくつ
かの実施形態では、固定部材１４０の近位部１４２を固定部材１４０の遠位部１４４から
離脱することは、固定部材１４０の遠位部１４４に相対して固定部材１４０の近位部１４
２を動かして、固定部材１４０の遠位部１４４から固定部材１４０の近位部１４２を分離
することを含みうる。いくつかの実施形態では、固定部材１４０の近位部１４２を固定部
材１４０の遠位部１４４から離脱することは、外部装置（例えば、トルク装置、外部ハン
ドルなど）を使用して固定部材１４０の遠位部１４４に相対して固定部材１４０の近位部
１４２を動かすことを含み得る。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、接合部は、固定部材１４０の壁を貫通して延びる一連の開口
部（例えば、ミシン目）を含んでよい。いくつかの実施形態では、接合部は、固定部材１
４０の壁の全周に亘って周方向に延びてよい。いくつかの実施形態では、接合部は、固定
部材１４０の壁の全周に部分的および／または断続的に延びてよい。いくつかの実施形態
では、接合部は、固定部材１４０の長手方向軸に鉛直な平面内に概ね配向および／または
配置され得る。いくつかの実施形態では、接続部は、固定部材１４０の長手方向軸に対し
て斜めの角度で平面内にまたは平面に沿って配向および／または配置され得る。別の、例
えば、非平面状の構成も可能である。固定部材１４０の近位部１４２は、接合部の近位に
配置され、固定部材１４０の遠位部１４４は、接合部の遠位に配置される。上記のように
、固定部材１４０の近位部１４２は、固定部材１４０の壁に形成された接合部で固定部材
１４０の遠位部１４４に離脱可能に固定されおよび／またはそこから離脱するように構成
され得る。
【００４１】
　図３は、閉塞性医療装置システムの取り付け機構の例を示す。上記のように、長尺状シ
ャフト１００は、近位端、遠位端、および長尺状シャフト１００の管状体の中を貫通して
長手方向に延びるルーメン１０２を含み得る。長尺状シャフト１００は、管状体から遠位
方向に延びる複数の保持アーム１２０をさらに含み得る。いくつかの実施形態では、複数
の保持アーム１２０は、径方向内方に付勢され得る。いくつかの実施形態では、複数の保
持アーム１２０は、径方向内側に自己付勢され得る。いくつかの実施形態において、複数
の保持アーム１２０は、本明細書に記載するように、拘束されていないときおよび／また
は離脱ワイヤ１３０によって径方向外方に付勢されていないときに径方向内方に偏向する
ように構成され得る。いくつかの実施形態では、複数の保持アーム１２０は、２、３、４
つ、または別の好適な数の保持アームを備え得る。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、複数の保持アーム１２０は、長尺状シャフト１００の長手軸
を中心として周方向に配置され得る。いくつかの実施形態では、長手方向に延びるスロッ
トは、隣接する保持アーム１２０間に延びて、径方向、傾斜方向、および／または周方向
に隣接する保持アーム１２０と間隔をあけて配置され得る。例えば、複数の保持アーム１
２０のそれぞれの中心線（長尺状シャフト１００の長軸にほぼ平行に配置される）は、長
尺状シャフト１００の長軸を中心として径方向、傾斜方向、および／または周方向に等間
隔および／または一定の間隔で（例えば９０度離間、１２０度離間するなど）構成された
り間隔をあけて配置され得る。代替的には、いくつかの実施形態では、本明細書で説明す
るように、複数の保持アーム１２０のそれぞれの中心線（長尺状シャフト１００の長軸に
ほぼ平行に配置される）は、長尺状シャフト１００の長軸を中心として径方向、傾斜方向
、および／または周方向の間隔で不均等および／または不規則に構成されたり離隔して配
置され、複数の保持アーム１２０の間隔（例えば、長手方向に延びるスロットの寸法など
）を適切に変更して、複数の保持アーム１２０の所望する内方の偏向を可能にし得る。複
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数の保持アーム１２０は、限定ではないが、機械加工、切断（例えば、レーザー、ウォー
タージェットなど）、放電加工や、研削等の様々な好適な手段のうちの１つ以上によって
形成および／または作製されてもよい。
【００４３】
　長尺状シャフト１００は、長尺状シャフト１００の管状体のルーメン１０２内に摺動可
能に配置され、遠位係合位置（例えば、図３，７）と近位離脱位置（例、図８～９）との
間で軸方向に並進可能な離脱ワイヤ１３０を含み得る。離脱ワイヤ１３０は、遠位係合部
１３２と、遠位係合部１３２の遠位に配置されて遠位係合部１３２から遠位方向に延びる
遠位保持部１３４とを有し得る。離脱ワイヤ１３０の遠位保持部１３４は、実質的に非直
線状であり得る。
【００４４】
　図に示すように、複数の保持アーム１２０は、近位管状装着部２１０の中を貫通して長
手方向に延びるルーメン２１４内に延びる。離脱ワイヤ１３０の遠位係合部１３２は、遠
位係合位置（例えば、図３，７）で複数の保持アーム１２０に係合するように構成され、
複数の保持アーム１２０を径方向外方に付勢して閉塞性医療装置２００の近位管状装着部
２１０に離脱可能に係合させるため、近位管状装着部２１０に対する長尺状シャフト１０
０の近位方向の軸方向の並進は、防止される。離脱ワイヤ１３０が近位離脱位置に（例え
ば、図８，９）軸方向に並進および／または配置されたとき、遠位保持部１３４は複数の
保持アーム１２０の中を貫通して近位方向に引かれ、複数の保持アーム１２０は径方向内
方に偏向されて近位管状装着部２１０から離脱されるため、近位管状装着部２１０に相対
する長尺状シャフト１００の近位方向への軸方向の並進が許容される。いくつかの実施形
態では、離脱ワイヤ１３０が近位離脱位置に軸方向に並進および／または配置されると（
例えば、図８，９）、複数の保持アーム１２０は、径方向内方に付勢および／または自己
付勢されて近位管状装着部２１０から離脱されるため、近位管状装着部２１０に相対する
長尺状シャフト１００の近位方向の軸方向の並進は許容される。
【００４５】
　少なくともいくつかの実施形態では、複数の保持アーム１２０はそれぞれ、遠位端の近
傍にある突出部１２２であって、各保持アーム１２０の外面および／または外向き面から
径方向外方に延びる突出部１２２を含みうる。いくつかの実施形態では、複数の保持アー
ム１２０それぞれの突出部１２２は、離脱ワイヤ１３０が遠位係合位置にあるとき、閉塞
性医療装置２００の近位管状装着部２１０と離脱可能に係合するように径方向外方に付勢
されてもよい（例えば、図７）。例えば、離脱ワイヤ１３０が遠位係合位置にあるとき、
複数の保持アーム１２０は、長尺状シャフト１００の長軸の方に向かって径方向内方に偏
向することを防止し得る。複数の保持アーム１２０のそれぞれの突出部１２２は、限定で
はないが、接着剤、はんだ付け、溶接、研削、放電加工などの１つ以上の好適な手段を用
いて、それぞれの保持アームに形成および／または追加され得る。
【００４６】
　図３，図７～９に示すように、複数の保持アーム１２０の突出部１２２は、長尺状シャ
フト１００の長軸に概ね平行に配置された一定の長手方向寸法を有する直線状および／ま
たは細長い突出部として形成され得る。別の形状、向き、および／または配置も考えられ
る。近位管状装着部２１０は、例えば図３に示すように、近位管状装着部２１０の外面か
ら、近位管状装着部２１０の中を通って延びるルーメン２１４まで貫通して延びる複数の
開口２１２を含み得る。複数の開口２１２は、離脱ワイヤ１３０が遠位係合位置にあると
き、複数の保持アーム１２０と係合するように構成されてもよい（例えば、図３，図７）
。いくつかの実施形態では、離脱ワイヤ１３０が遠位係合位置にあるとき、複数の保持ア
ーム１２０の突出部１２２はそれぞれ、近位管状装着部２１０の複数の開口部２１２の１
つと係合する（例えば、図３，７）。離脱ワイヤ１３０が近位離脱位置にあるとき（例え
ば、図８，９）、複数の保持アーム１２０は径方向内方に偏向可能であり、突出部１２２
は近位管状装着部２１０の複数の開口部２１２から外れ得る。いくつかの実施形態では、
離脱ワイヤ１３０が近位離脱位置にあるとき（例えば、図８，９）、複数の保持アーム１
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２０は、径方向内方に付勢および／または自己付勢されて、突出部１２２は近位管状装着
部２１０の複数の開口部２１２から離脱する。複数の開口２１２は、対応する形状（例え
ば、長方形、直線状、別の形状など）を有し、複数の保持アーム１２０の突出部１２２を
補完および／または係合するように構成される。
【００４７】
　代替的な構成では、上記の配置を逆にすることができ、その場合、長尺状シャフト１０
０の遠位端の要素（例えば、複数の保持アーム１２０、突出部１２２など）を閉塞性医療
装置２００の近位端上に配置および／または閉塞性医療装置２００の近位端とともに形成
してもよいし、近位管状装着部２１０の要素（例えば、管腔２１４、複数の開口２１２な
ど）を長尺状シャフト１００の遠位端に配置および／または長尺状シャフト１００の遠位
端とともに形成してもよい。他の機能は上記と実質的に同一であり、複数の保持アーム（
閉塞医療装置の）は近位管状装着部（長尺状シャフトの）中に延びて、離脱ワイヤ１３０
は、遠位係合位置で、複数の保持アームを近位管状装着部に対して離脱可能に係合させる
。遠位係合位置から近位離脱位置に離脱ワイヤを近位方向に並進させることにより、複数
の保持アームは近位管状装着部から離脱され、閉塞医療装置は長尺状シャフトから分離さ
れ得る。
【００４８】
　図４～６を参照する。例示的な離脱ワイヤ１３０が示されている。上記のように、離脱
ワイヤ１３０は、遠位係合部１３２と遠位保持部１３４とを含み得る。遠位保持部１３４
は非直線状であってもよく、遠位保持部１３４は、離脱ワイヤ１３０に、同じ全長を有す
る線形または直線状の離脱ワイヤと比較して、遠位係合部１３２の遠位に一定のより長い
有効な長さを与える。いくつかの実施形態では、遠位係合部１３２のより長い有効な長さ
により、長尺状シャフト１００および／または複数の保持アーム１２０からの閉塞医療装
置２００の偶発的および／または時期尚早な分離が防止され得る。例えば、いくつかの実
施形態では、最初の配置、展開、および／またはシースを外した後に閉塞性医療装置２０
０の可視化することにより、閉塞性医療装置の誤った、または次善の位置決めを明らかに
し得る。閉塞性医療装置２００をマイクロカテーテル５０内に再シースすると、閉塞性医
療装置２００とマイクロカテーテル５０との間で接触や干渉が生じて長尺状シャフト１０
０が引き伸ばされて、長尺状シャフト１００と離脱ワイヤ１３０との間で相対的な軸方向
の動きが生じ得る。過度に伸びると、離脱ワイヤ１３０が複数の保持アーム１２０の中を
近位離脱位置（例えば、図８～９）まで引っ張られて、意図しない位置で閉塞性医療装置
２００が離脱される可能性がある。よって、離脱ワイヤ１３０は、遠位係合部１３２の有
効な長さを増加させるために、非直線状の遠位保持部１３４を有してもよい。
【００４９】
　少なくともいくつかの実施形態では、遠位保持部１３４は、らせんコイルを備えてもよ
い。いくつかの実施形態では、例えば、図４に見られるように、らせんコイルは閉ピッチ
を有してもよい。いくつかの実施形態では、例えば図５に見られるように、らせんコイル
はピッチすなわち間隔が開いていてもよい。いくつかの実施形態では、遠位保持部１３４
は、例えば図６に見られるように、座屈状の先端部を備えてもよい。座屈状の先端部は、
二次元のジグザグ構成を含むことができ、座屈状の先端部は、ほぼ平面配向で前後に波打
っている結果、遠位係合部１３２の有効な長を増加させる。いくつかの実施形態では、遠
位保持部１３４は、離脱ワイヤ１３０を近位離脱位置まで軸方向に並進させるべく、遠位
保持部１３４を伸長したり、真っ直ぐにしたり、解いたりするために５～１００ｇｆ（グ
ラム力）を必要とし得る。本開示の閉塞性医療装置システムは、図４の離脱ワイヤ１３０
と共に示されているが、この構成は単なる例示であり、図５，６に示す離脱ワイヤ１３０
は交換可能に使用され得る。
【００５０】
　追加的にまたは代替的に、いくつかの実施形態では、遠位保持部１３４は、離脱ワイヤ
１３０の遠位保持部１３４を伸長したり、真っ直ぐにしたり、解いたりするためおよび／
または離脱ワイヤ１３０を近位離脱位置に軸方向に移動するために必要とされる力がより
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大きいため、長尺状シャフト１００に増大した伸張耐性を付与し得る。例えば、遠位保持
部１３４は、離脱ワイヤ１３０を近位離脱位置に軸方向に並進させるために、遠位保持部
１３４を伸長したり、真っ直ぐにしたり、解いたりするために１００～３００ｇｆ（グラ
ム力）を必要とし得る。いくつかの実施形態では、離脱ワイヤ１３０の遠位保持部１３４
を伸長したり、真っ直ぐにしたり、解いたり、離脱ワイヤ１３０を近位離脱位置まで軸方
向に並進したりする為に必要とされる力の増加は、離脱ワイヤ１３０をより大きな外形の
ワイヤで形成すること、および／または隣接するコイル間により狭いまたはより小さなピ
ッチ（例えば、ピッチが開いている状態よりも閉じている状態）を備える離脱リリースワ
イヤ１３０を形成すること、および／または遠位保持部分１３４をより小さな最大範囲（
例えば、小さな外径）に巻回することによって達成し得る。これにより、遠位保持部１３
４は、長尺状シャフト１００と離脱ワイヤ１３０との間の相対的な軸方向の動きに抵抗し
て、閉塞性医療装置２００の早期の分離および／または離脱を防止することを助ける耐伸
張要素として作用し得る。いくつかの実施形態では、遠位保持部１３４は、遠位係合部１
３２のより長い有効長と本明細書に記載の耐伸張性の双方を設け得る。
【００５１】
　図７～９は、閉塞性医療装置システムから閉塞性医療装置２００を離脱する方法または
工程の態様を示す。閉塞性医療装置システムは、脈管を進むように構成されたマイクロカ
テーテル５０を含み得る。閉塞性医療装置システムは、長尺状シャフト１００を含み、長
尺状シャフト１００は、マイクロカテーテル５０のルーメン内に摺動可能に配置される。
図３について上記したように、複数の保持アーム１２０は、近位管状装着部２１０の中を
貫通して長手方向に延びるルーメン２１４の中に延び得る。離脱ワイヤ１３０の遠位係合
部１３２は、図７に示すように、遠位係合位置で複数の保持アーム１２０と係合するよう
に構成され、複数の保持アーム１２０を径方向外方に付勢して閉塞性医療装置２００の近
位管状装着部２１０に離脱可能に係合させるため、近位管状装着部２１０に対する長尺状
シャフト１００の近位方向への軸方向の並進は防止される。近位管状装着部２１０は、離
脱ワイヤ１３０が遠位係合位置にあるときに複数の保持アーム１２０と係合するように構
成された複数の開口２１２を含む。上記のように、複数の保持アーム１２０はそれぞれ、
保持アーム１２０の外面から径方向外方に延びる突出部１２２を含む。少なくともいくつ
かの実施形態では、複数の保持アーム１２０の突出部１２２はそれぞれ、離脱ワイヤ１３
０が遠位係合位置にあるとき、近位管状装着部２１０の複数の開口２１２の１つと係合す
る。
【００５２】
　例えば、図７に示すように、離脱ワイヤ１３０の遠位保持部１３４は、離脱ワイヤ１３
０が遠位係合位置にあるとき、長尺状シャフト１００のルーメン１０２の内径よりも大き
な最大外側範囲を含み得る。追加的には、遠位保持部１３４および／または離脱ワイヤ１
３０は、例えば図８，９に示すように、ルーメン１０２および／または複数の保持アーム
１２０を遠位係合位置から近位離脱位置まで軸方向に並進するように構成され得る。
【００５３】
　離脱ワイヤ１３０が近位離脱位置（例えば、図８）に軸方向に並進されたり配置された
りすると、遠位保持部１３４は複数の保持アーム１２０の中を貫通して近位方向に引っ張
られて、複数の保持アーム１２０は径方向内方に偏向されて、近位管状装着部２１０から
離脱されるため、近位管状装着部２１０に対する長尺状シャフト１００の近位方向への軸
に沿った並進は許容される。図９は、近位管状装着部２１０および／または閉塞性医療装
置２００に対して軸方向に並進した長尺状シャフト１００を示す。離脱ワイヤ１３０が近
位離脱位置にあるときであって、複数の保持アーム１２０が径方向内方に偏向されおよび
／または近位管状装着部２１０から離脱されたとき、閉塞性医療装置２００は長尺状シャ
フト１００から離脱され得る。
【００５４】
　図１０～図１３に示す別の代替構成では、閉塞性医療装置システムは、脈管内部を進む
ように構成されたマイクロカテーテル５０と、マイクロカテーテル５０のルーメン内に摺
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動可能に配置された長尺状シャフト１００と、血管の管腔内を通過する流体の流れを閉塞
するように構成された閉塞性医療装置３００と、長尺状シャフト１００のルーメン１０２
内に摺動可能に配置された離脱ワイヤ１３０とを備える上記閉塞性医療装置システムに類
似するいくつかの特徴や要素を含み得る。
【００５５】
　上記と同様に、長尺状シャフト１００は、長尺状シャフト１００の近位端から長尺状シ
ャフト１００の遠位端まで長尺状シャフト１００の管状体の中を通って延びるルーメン１
０２を含み得る。いくつかの実施形態では、長尺状シャフトは１００は、カテーテル、ハ
イポチューブ、または別の類似する管状構造であってもよい。長尺状シャフト１００の近
位端に存在する構造は、例えば、上記の固定部材１４０に類似していてもよい。
【００５６】
　追加的に、閉塞性医療装置システムは、脈管を進み、閉塞性医療装置３００を血管系内
の治療部位、例えば動脈または静脈に搬送することができる寸法に形成され且つ構成され
たマイクロカテーテル５０を含み得る。長尺状シャフト１００および閉塞性医療装置３０
０は、マイクロカテーテル５０のルーメン内に摺動可能に配置され得る。いくつかの実施
形態では、マイクロカテーテル５０は、脈管および／または治療部位への閉塞性医療装置
３００の経皮搬送を促進し得る。
【００５７】
　閉塞性医療装置３００は、離脱ワイヤ１３０によって長尺状シャフト１００に離脱可能
に連結され得る。離脱ワイヤ１３０は、長尺状シャフト１００のルーメン１０２内に摺動
可能に配置され、遠位係合位置と近位離脱位置との間で軸方向に並進され得る。離脱ワイ
ヤ１３０は、遠位係合部１３２と、遠位係合部１３２の遠位に配置されて、そこから遠位
方向に延びる非直線状の遠位保持部１３４とを有し得る。離脱ワイヤ１３０は、離脱ワイ
ヤ１３０が閉塞性医療装置３００の少なくとも一部内に配置されたとき、閉塞性医療装置
３００を長尺状シャフト１００の遠位端に離脱可能に固定し得る。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置３００は、長尺状シャフト１００に連結され
たとき、第１の形状（例えば、図１０，１１）を取り、長尺状シャフト１００から離脱さ
れたとき、第２の形状（例えば、図１３）を取るように構成されたコイル状部材を備え得
る。少なくともいくつかの実施形態では、閉塞性医療装置３００は、図１０，１１に示す
長尺状の搬送時形態（例えば、長尺状シャフト１００に連結されている場合）と、図１３
に示す展開時形態（例えば、長尺状シャフト１１０から離脱されている場合）の間でシフ
トするように構成され得る。いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置３００は、長尺状
シャフト１００から離脱された後、異なる形状をとるように構成されてもよい。閉塞性医
療装置３００に好適ではあるが限定的でない材料について、例えば金属材料、ポリマー材
料、複合材料、形状記憶材料などについては、以下で説明する。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置３００は、閉塞性医療装置３００の個々のコ
イル巻線内に配置および／または取り付けられた複数の繊維や布地または織物材料を含み
得る。閉塞性医療装置３００の個々のコイル巻線内に配置され、取り付けられ、または埋
め込まれる繊維や布地または織物材料は、血管（例えば、動脈、静脈など）や治療部位の
凝固や閉塞を促進するように構成され得る。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置システムは、例えば図１０，１１に示すよう
に、長尺状シャフト１００の遠位端と閉塞性医療装置３００の近位端との間に配置された
取り付け機構１７０を含み得る。図１２に詳細に示す取り付け機構１７０は、内部に離脱
ワイヤ１３０を摺動可能に受承するように構成された第１の長手方向のルーメン１７４を
有する第１の部分１７２と、内部に離脱ワイヤ１３０を摺動可能に受承するように構成さ
れた第２の長手方向のルーメン１７８を有する第２の部分１７６とを含み得る。取り付け
機構１７０の第１の部分１７２は、長尺状シャフト１００の遠位端に固着され、少なくと
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もいくつかの実施形態では、長尺状シャフト１００の一部と見なし得る。取り付け機構１
７０の第２の部分１７６は、閉塞性医療装置３００の近位端に固着され、少なくともいく
つかの実施形態では、閉塞性医療装置３００の一部と見なし得る。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、取り付け機構１７０の第１の部分１７２と取り付け機構１７
０の第２の部分１７６とは、互いにインターロックするように構成され、取り付け機構１
７０の第１の部分の面が取り付け機構１７０の第２の部分１７６の面に当接して係合して
取り付け機構１７０の第１の部分１７２の第１の長手方向のルーメン１７４が取り付け機
構１７０の第２の部分１７６の第２の長手方向のルーメン１７８と同軸上で整合したとき
、取り付け機構１７０の第１の部分１７２と第２の部分との間の相対的な軸方向の並進運
動は防止される。
【００６２】
　追加的には、いくつかの実施形態では、取り付け機構１７０の第１の部分１７２と取り
付け機構１７０の第２の部分１７６とは、互いにインターロックするように構成され、取
り付け機構１７０の第１の部分１７２の面が取り付け機構１７０の第２の部分１７６の面
に当接して係合し、取り付け機構１７０の第１の部分１７２の第１の長手方向のルーメン
１７４が取り付け機構１７０の第２の部分１７６の第２の長手方向のルーメン１７８と同
軸方向に整合して、離脱ワイヤ１３０が取り付け機構１７０の第１の部分１７２の第１の
長手方向のルーメン１７４と取り付け機構１７０の第２の部分１７６の長手方向のルーメ
ン１７８に摺動可能に係合されたとき、取り付け機構１７０の第１の部分１７２と取り付
け機構１７０の第２の部分１７６の間の相対的な横方向の並進は防止される。
【００６３】
　簡単に図１１に戻ると、離脱ワイヤ１３０が遠位係合位置にあるとき、非直線状の遠位
保持部１３４は第２の部分１７６の遠位に配置され、非直線状の遠位保持部１３４は、第
２の長手方向のルーメン１７８や第１の長手方向のルーメン１７４の内径よりも大きな最
大外側範囲を画定する。
【００６４】
　使用時には、閉塞性医療装置システムのマイクロカテーテル５０は、患者の解剖学的構
造や脈管内に挿入され、遠位端は、治療部位に隣接する部位にガイドおよび／または前進
され得る。長尺状シャフト１００の遠位端に配置された閉塞性医療装置３００は、マイク
ロカテーテル５０内に配置されたルーメンの近位端の中に挿入され、マイクロカテーテル
５０の中を貫通して治療部位まで前進され得る。いくつかの実施形態では、閉塞性医療装
置３００は、長尺状シャフト１００の遠位端に近接したマイクロカテーテル５０のルーメ
ン内に配置され得る。いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置３００は、使用する前や
患者の生体構造や血管の中にマイクロカテーテル５０を挿入する前に、長尺状シャフト１
００の遠位端に近接するマイクロカテーテル５０のルーメン内に配置され得る。
【００６５】
　閉塞医療装置３００を治療部位に展開する準備ができたら、閉塞医療装置３００がマイ
クロカテーテル５０の遠位に露出および／または配置されるまで、長尺状シャフト１００
をマイクロカテーテル５０に対して遠位に前進および／または並進させ得る。長尺状シャ
フト１００は、閉塞性医療装置３００がマイクロカテーテル５０の遠位に配置されたとき
、長尺状シャフト１００の近位端や固定部材１４０がマイクロカテーテル５０の近位に留
まる（例えば、近位方向に延びる）ために十分な長さを有し得る。使用時には、長尺状シ
ャフト１００およびマイクロカテーテル５０は、治療部位から患者の体外の部位まで到達
するために十分な長さを有することができ、閉塞性医療装置システムは、装置操作者（例
えば、臨床医、医師、装置使用者など）によって操作され得る。
【００６６】
　閉塞性医療装置システムの操作者は、次に、固定部材１４０の遠位部１４４に第１の手
を置き、固定部材１４０の近位部１４２に第２の手を置くことができる。固定部材１４０
の近位部１４２は、閉塞性医療装置３００がマイクロカテーテル５０の遠位に配置された
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とき、マイクロカテーテル５０の近位端の近位の位置で固定部材１４０の遠位部１４４か
ら外れるように構成され得る。少なくともいくつかの実施形態では、固定部材１４０の近
位部１４２は、固定部材１４０の近位部１４２を固定部材１４０の遠位部１４４に対して
湾曲し、捩曲し、引張ることにより、固定部材１４０の遠位部１４４から離脱することが
できる。いくつかの実施形態では、固定部材１４０の近位部１４２を固定部材１４０の遠
位部１４４から離脱することは、固定部材１４０の遠位部１４４に対して固定部材１４０
の近位部１４２を動かして、固定部材１４０の遠位部１４４から固定部材１４０の近位部
１４２を分離することを含みうる。いくつかの実施形態では、固定部材１４０の近位部１
４２を固定部材１４０の遠位部１４４から離脱することは、外部装置（例えば、トルク装
置、外部ハンドルなど）を使用して、固定部材１４０の近位部１４２を固定部材１４０の
遠位部１４４に対して動かすことを含み得る。
【００６７】
　固定部材１４０の近位部１４２が固定部材１４０の遠位部１４４から離脱および／また
は分離されると、離脱ワイヤ１３０は、長尺状シャフト１１０および／または閉塞性医療
装置３００に対して近位方向に並進されて、取り付け機構１７０の第２の部分１７６およ
び／または閉塞性医療装置３００を取り付け機構１７０の第１の部分１７２および／また
は長尺状シャフト１００から離脱する（例えば、閉塞性医療装置３００を長尺状シャフト
１００の遠位端から離脱する）。離脱ワイヤ１３０が、長尺状シャフト１００および／ま
たは閉塞性医療装置３００に対して近位方向に並進および／または後退されると、閉塞性
医療装置３００は、例えば、図１３に示すように、長尺状シャフト１００の遠位端から離
脱され、第１の形状および／または長尺状の搬送時形態から第２の形状および／または展
開時形態にシフトする。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、離脱ワイヤ１３０は、閉塞性医療装置３００が離脱されたと
き、離脱ワイヤ１３０のどれだけ引き出されたかを示すようにおよび／または閉塞性医療
装置システムの使用者に通信するように構成された、離脱ワイヤ１３０の近位端に近接し
て配置された１つ以上のインジケータを含み得る。１つ以上のインジケータは、線、戻り
止め、色、ノッチ、または別の好適なインジケータを含み得る。固定部材１４０の近位部
１４２が、接続部で固定部材１４０の遠位部１４４から外された後に、もし見える場合に
は、１つ以上のインジケータが、固定部材１４０の近位部１４２と固定部材１４０の遠位
部１４４との間に見える場合がある。
【００６９】
　閉塞性医療装置システムの様々な構成要素、マイクロカテーテル５０、長尺状シャフト
１００、離脱ワイヤ１３０、固定部材１４０、閉塞性医療装置２００／３００、近位管状
装着部２１０、および／または拡張可能な閉塞性要素２３０など（および／または本明細
書に開示されている別のシステムまたは構成要素）、および本明細書に開示されているそ
れらの様々な要素に使用される材料は、医療機器に一般に対応するものを含み得る。簡潔
にすることを目的として、以下の説明は、閉塞性医療装置システム、マイクロカテーテル
５０、長尺状シャフト１００、離脱ワイヤ１３０、固定部材１４０、閉塞性医療装置２０
０／３００、近位管状装着部２１０、および／または拡張可能な閉塞性要素２３０などを
参照して行う。しかしながら、これは、本明細書に記載の装置および方法を限定すること
を意図したものではなく、説明は、本明細書に開示されている別の要素、部材、構成要素
、または装置、例えば、限定ではないが、複数の保持アーム１２０、突出部１２２、遠位
係合部１３２、遠位保持部１３４、近位部１４２、遠位部１４４、取り付け機構１７０、
第１の部分１７２、第２の部分１７６、支持フレーム２３２、閉塞膜２３４、および／ま
たはそれらの要素または構成要素などに適用し得る。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置システム、マイクロカテーテル５０、長尺状
シャフト１００、離脱ワイヤ１３０、固定部材１４０、閉塞性医療装置２００／３００、
近位管状装着部２１０、および／または拡張可能な閉塞性要素２３０など、および／また
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はそれらの構成要素は、金属、金属合金、ポリマー（そのいくつかの例を以下に開示する
）、金属－ポリマー複合体、セラミック、それらの組み合わせなど、または別の好適な材
料から形成され得る。好適な金属および合金のいくつかの例には、４４４Ｖ、４４４Ｌ、
および３１４ＬＶステンレス鋼などのステンレス鋼；軟鋼；線形弾性および／または超弾
性ニチノールなどのニッケル－チタン合金；ニッケル－クロム－モリブデン合金（例えば
、ＩＮＣＯＮＥＬ（登録商標）６２５などのＵＮＳ：Ｎ０６６２５、ＨＡＳＴＥＬＬＯＹ
（登録商標）Ｃ－２２（登録商標）などのＵＮＳ：Ｎ０６０２２、ＨＡＳＴＥＬＬＯＹ（
登録商標）Ｃ２７６（登録商標）などのＵＮＳ：Ｎ１０２７６、その他のＨＡＳＴＥＬＬ
ＯＹ（登録商標）合金）、ニッケル－銅合金（例えば、ＭＯＮＥＬ（登録商標）４００、
ＮＩＣＫＥＬＶＡＣ（登録商標）４００、ＮＩＣＯＲＲＯＳ（登録商標）４００などのＵ
ＮＳ：Ｎ０４４００）、ニッケル－コバルトークロム－モリブデン合金（例えば、ＭＰ３
５－Ｎ（登録商標）などのＵＮＳ：Ｒ４４０３５）、ニッケル－モリブデン合金（例えば
、ＨＡＳＴＥＬＬＯＹ（登録商標）ＡＬＬＯＹ　Ｂ２（登録商標）などのＵＮＳ：Ｎ１０
６６５）、別のニッケル－クロム合金、別のニッケル－モリブデン合金、別のニッケル－
コバルト合金、別のニッケル－鉄合金、別のニッケル－銅合金、別のニッケル－タングス
テンまたはタングステン合金などのその他のニッケル合金；コバルト－クロム合金；コバ
ルト－クロム－モリブデン合金（例えば、ＥＬＧＩＬＯＹ（登録商標）、ＰＨＹＮＯＸ（
登録商標）などのＵＮＳ：Ｒ４４００３）；プラチナ強化ステンレス鋼；チタン；白金；
パラジウム；金；それらの組み合わせ；など；または別の好適な材料などが含まれる。
【００７１】
　本明細書で言及されているように、市販のニッケルチタンまたはニチノール合金のファ
ミリーには、化学的には従来の形状記憶および超弾性の類と類似している可能性がある「
線形弾性」または「非超弾性」と呼ばれるカテゴリーがあり、他と区別することができ、
且つ、有用な、機械的特性を示す場合がある。線形弾性および／または非超弾性ニチノー
ルは、その線形弾性および／または非超弾性ニチノールが、応力／ひずみ曲線において超
弾性ニチノールが示すような実質的な「超弾性プラトー」または「フラグ領域」を示さな
いという点で、超弾性ニチノールと区別され得る。代わりに、線形弾性および／または非
超弾性ニチノールでは、回復可能なひずみが増加するにつれて、ひずみは、ほぼ線形にま
たはいくらか線形に増加し続けるが、塑性変形が始まるまで、または、超弾性ニチノール
で見られる超弾性プラトーおよび／またはフラッグ領域よりもより線形な関係を少なくと
も有するまで必ずしもずっと線形関係にあるというわけではない。したがって、本明細書
の目的においては、線形弾性および／非超弾性ニチノールは、「実質的に」線形弾性およ
び／または非超弾性ニチノールであるとも呼んでもよい。
【００７２】
　いくつかの場合には、線形弾性および／または非超弾性ニチノールは、線形弾性および
／または非超弾性ニチノールが実質的に弾性を維持しながら最大約２～５％の歪みを受け
入れることができる一方で、超弾性ニチノールが塑性変形する前に最大約８％の歪みを受
け入れることができる点で、超弾性ニチノールと区別することもできる。これらの材料は
両方とも、塑性変形する前に約０．２～０．４４パーセントの歪みしか許容できないステ
ンレス鋼などの他の線形弾性材料と区別できる（組成に基づいて区別することもできる）
。
【００７３】
　いくつかの実施形態では、線形弾性および／または非超弾性ニッケル－チタン合金は、
広い温度範囲にわたる示差走査熱量測定（ＤＳＣ）および動的金属熱分析（ＤＭＴＡ：ｄ
ｙｎａｍｉｃ　ｍｅｔａｌ　ｔｈｅｒｍａｌ　ａｎａｌｙｓｉｓ）によって検出可能なマ
ルテンサイト／オーステナイト相変化を示さない合金である。例えば、いくつかの実施形
態では、線形弾性および／または非超弾性ニッケル－チタン合金において、摂氏約－６０
度（摂氏）～約１２０度の範囲で、ＤＳＣおよびＤＭＴＡ分析によって検出可能なマルテ
ンサイト／オーステナイト相変化がない場合がある。したがって、そのような材料の機械
的な曲げ特性は、この非常に広い温度範囲にわたる温度の影響に対して一般に不活性であ
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り得る。いくつかの実施形態では、周辺温度または室温での線形弾性および／または非超
弾性ニッケル－チタン合金の機械的な曲げ特性は、例えば、超弾性プラトーおよび／また
はフラグ領域を示さないという点で、体温での機械的な曲げ特性と実質的に同じである。
言い換えると、広い温度範囲にわたって、線形弾性および／または非超弾性ニッケル－チ
タン合金は、その線形弾性および／または非超弾性特性および／または性質を維持する。
【００７４】
　いくつかの実施形態では、線形弾性および／または非超弾性ニッケル－チタン合金は、
ニッケルが約５０～約６０重量パーセントの範囲であり、それ以外が本質的にチタンであ
り得る。いくつかの実施形態では、組成物は約５４～約５７重量パーセントの範囲でニッ
ケルである。好適なニッケル－チタン合金の一例は、日本の神奈川県の古河テクノマテリ
アル社から市販されているＦＨＰ－ＮＴ合金である。別の好適な材料にはＵＬＴＡＮＩＵ
Ｍ（Ｎｅｏ－Ｍｅｔｒｉｃｓから入手可能）とＧＵＭ　ＭＥＴＡＬ（トヨタから入手可能
）とが含まれる。いくつかの別の実施形態では、例えば超弾性ニチノールなどの超弾性合
金を使用して所望の特性を達成できる。
【００７５】
　少なくともいくつかの実施形態では、閉塞性医療装置システム、マイクロカテーテル５
０、長尺状シャフト１００、離脱ワイヤ１３０、固定部材１４０、閉塞性医療装置２００
／３００、近位管状装着部２１０の一部、および／または拡張可能な閉塞要素２３０など
、および／またはそれらの構成要素のうちの一部または全部は、放射線不透過性材料がド
ープされ、放射線不透過性材料から製造され、または放射線不透過性材料を含有すること
ができる。放射線不透過性材料は、医療処置中に蛍光透視スクリーンまたは別のイメージ
ング技術で比較的明るい画像を生成できる材料であると理解されている。この比較的明る
い画像は、閉塞性医療装置システム、マイクロカテーテル５０、長尺状シャフト１００、
離脱ワイヤ１３０、固定部材１４０、閉塞性医療装置２００／３００、近位管状装着部２
１０、および／または拡張可能な閉塞性要素２３０の位置を判断する際に装置使用者を支
援する。放射線不透過性材料の例には、金、白金、パラジウム、タンタル、タングステン
合金、放射線不透過性充填剤が充填されたポリマー材料などが含まれるが、これらに限定
されない。追加的には、別の放射線不透過性のマーカーバンドおよび／またはコイルも、
閉塞性医療装置システム、マイクロカテーテル５０、長尺状シャフト１００、離脱ワイヤ
１３０、固定部材１４０、閉塞性医療装置２００／３００、近位管状装着部２１０、およ
び／または拡張可能な閉塞性要素２３０などの設計に組み込むことができ、同一の結果を
達成し得る。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、一定の程度の磁気共鳴画像（ＭＲＩ）適合性が、閉塞性医療
装置システム、マイクロカテーテル５０、長尺状シャフト１００、離脱ワイヤ１３０、固
定部材１４０、閉塞性医療装置２００／３００、近位管状装着部２１０、および／または
拡張可能な閉塞要素２３０などに付与される。例えば、閉塞性医療装置システム、マイク
ロカテーテル５０、長尺状シャフト１００、離脱ワイヤ１３０、固定部材１４０、閉塞性
医療装置２００／３００、近位管状装着部２１０、および／または拡張可能な閉塞要素２
３０など、および／またはそれらの構成要素、またはそれらの一部は、画像を実質的に歪
ませず、実質的なアーティファクト（例えば、画像のギャップ）を生成しない材料で形成
され得る。例えば、特定の強磁性材料は、ＭＲＩ画像にアーチファクトを生成する可能性
があるため、適切ではない場合がある。閉塞性医療装置システム、マイクロカテーテル５
０、長尺状シャフト１００、離脱ワイヤ１３０、固定部材１４０、閉塞性医療装置２００
／３００、近位管状装着部２１０、および／または拡張可能な閉塞性要素２３０など、ま
たはその一部は、ＭＲＩ機器で画像化できる材料で形成することもできる。これらの特性
を示す一部の材料には、例えば、タングステン、コバルト－クロム－モリブデン合金（た
とえば、ＥＬＧＩＬＯＹ（登録商標）、ＰＨＹＮＯＸ（登録商標）などのＵＮＳ：Ｒ４４
００３）、ニッケル－コバルト－クロム－モリブデン合金（例えば、ＭＰ３５－Ｎ（登録
商標）などのＵＮＳ：Ｒ４４０３５）、ニチノールなどが含まれる。
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【００７７】
　いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置システム、マイクロカテーテル５０、長尺状
シャフト１００、離脱ワイヤ１３０、固定部材１４０、閉塞性医療装置２００／３００、
近位管状装着部２１０、および／または拡張可能な閉塞性要素２３０など、および／また
はそれらの一部は、ポリマーまたは別の好適な材料から形成され得るか、またはそれらを
含みうる。好適なポリマーの中には、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、エチレ
ンテトラフルオロエチレン（ＥＴＦＥ）、フッ素化エチレンプロピレン（ＦＥＰ）、ポリ
オキシメチレン（ＰＯＭ、例えばデュポン社から入手可能なＤＥＬＲＩＮ（登録商標））
、ポリエーテルブロックエステル、ポリウレタン（例えばポリウレタン８５Ａ）、ポリプ
ロピレン（ＰＰ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリエーテルエステル（例えば、ＤＳＭ
　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ社から入手可能なＡＲＮＩＴＥＬ（登録商
標））、エーテルまたはエステルベースの共重合体（例えば、ブチレン／ポリ（アルキレ
ンエーテル）フタル酸エステル、および／またはデュポン社から入手可能なＨＹＴＲＥＬ
（登録商標）などの別のポリエステルエラストマー）、ポリアミド（例えば、バイエル社
から入手可能なＤＵＲＥＴＨＡＮ（登録商標）またはＥｌｆ　Ａｔｏｃｈｅｍ社から入手
可能なＣＲＩＳＴＡＭＩＤ（登録商標）、エラストマーポリアミド、ブロックポリアミド
／エーテル、ポリエーテルブロックアミド（ＰＥＢＡ、たとえばＰＥＢＡＸ（登録商標）
の商品名で入手可能）、エチレンビニルアセテートコポリマー（ＥＶＡ）、シリコーン、
ポリエチレン（ＰＥ）、Ｍａｒｌｅｘ高密度ポリエチレン、Ｍａｒｌｅｘ低密度ポリエチ
レン、直鎖状低密度ポリエチレン（ＲＥＸＥＬＬ（登録商標）など）、ポリエステル、ポ
リブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリト
リメチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリエーテルエーテ
ルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリイミド（ＰＩ）、ポリエーテルイミド（ＰＥＩ）、ポリフェ
ニレンスルフィド（ＰＰＳ）、ポリフェニレンオキシド（ＰＰＯ）、ポリパラフェニレン
テレフタルアミド（たとえばＫＥＶＬＡＲ（登録商標））、ポリスルホン、ナイロン、ナ
イロン－１２（例えば、ＥＭＳ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｇｒｉｌｏｎから入手可能なＧＲＩ
ＬＡＭＩＤ（登録商標））、パーフルオロ（プロピルビニルエーテル）（ＰＦＡ）、エチ
レンビニルアルコール、ポリオレフィン、ポリスチレン、エポキシ、ポリ塩化ビニリデン
（ＰＶｄＣ）、ポリ（スチレン－ｂ－イソブチレン－ｂ－スチレン）（例えば、ＳＩＢＳ
および／またはＳＩＢＳ５０Ａ）、ポリカーボネート、イオノマー、ポリウレタンシリコ
ーンコポリマー（たとえば、Ａｏｒｔｅｃｈ　Ｂｉｏｍａｔｅｒｉａｌｓ社のＥｌａｓｔ
Ｅｏｎ（登録商標）またはＡｄｖａｎＳｏｕｒｃｅ　Ｂｉｏｍａｔｅｒｉａｌｓ社のＣｈ
ｒｏｎｏＳｉｌ（登録商標））、生体適合性ポリマー、その他の好適な材料、または混合
物、組み合わせ、それらのコポリマー、ポリマー／金属複合材料などが含まれ得る。いく
つかの実施形態では、シースは液晶ポリマー（ＬＣＰ）とブレンドすることができる。例
えば、混合物は、最大約６パーセントのＬＣＰを含むことができる。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置システム、マイクロカテーテル５０、長尺状
シャフト１００、離脱ワイヤ１３０、固定部材１４０、閉塞性医療装置２００／３００、
近位管状装着部２１０、および／または拡張可能な閉塞性要素２３０、閉塞膜２３４など
は、繊維材料を含みおよび／またはそれから形成されてもよい。好適な繊維材料の例には
、平らな、成形された、撚られた、織り目加工された、予め収縮された、または収縮され
ていない合成糸を含み得る。本発明での使用に適した合成生体適合性糸には、ポリエチレ
ンテレフタレート（ＰＥＴ）ポリエステル、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリウレタ
ン、ポリオレフィン、ポリビニル、ポリメチルアセテート、ポリアミド、ナフタレンジカ
ルボキシレン誘導体、天然シルク、およびポリテトラフルオロエチレンなどのポリエステ
ルが含まれるが、これらに限定されない。追加的には、合成糸の少なくとも１つは、金属
糸またはガラス糸またはセラミック糸または繊維であってもよい。有用な金属糸には、ス
テンレス鋼、白金、金、チタン、タンタル、またはＮｉ－Ｃｏ－Ｃｒベースの合金で作ら
れた、またはそれらを含む糸が含まれる。糸は、炭素繊維、ガラス繊維またはセラミック
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、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリウレタン、ポリナフタレン、ポリテトラフルオロ
エチレンなどの熱可塑性材料から作られる。糸はマルチフィラメント、モノフィラメント
、または紡績タイプのものであってもよい。選択された糸の種類とデニールは、生体適合
性で移植可能なプロテーゼ、より具体的には、望ましい特性を有する血管構造を形成する
方法で選択されてもよい。
【００７９】
　いくつかの実施形態では、閉塞性医療装置システム、マイクロカテーテル５０、長尺状
シャフト１００、離脱ワイヤ１３０、固定部材１４０、閉塞性医療装置２００／３００、
近位管状装着部２１０、および／または拡張可能な閉塞性装置要素２３０、閉塞膜２３４
などは、好適な治療薬を含み、および／または適切な治療薬で処理することができる。適
切な治療薬のいくつかの例には、抗血栓剤（ヘパリン、ヘパリン誘導体、ウロキナーゼ、
およびＰＰａｃｋ（デキストロフェニルアラニンプロリンアルギニンクロロメチルケトン
）など）；抗増殖剤（エノキサパリン、アンジオペプチン、平滑筋細胞の増殖をブロック
できるモノクローナル抗体、ヒルジン、アセチルサリチル酸など）；抗炎症剤（デキサメ
タゾン、プレドニゾロン、コルチコステロン、ブデソニド、エストロゲン、スルファサラ
ジン、メサラミンなど）；抗腫瘍剤／抗増殖剤／抗有糸分裂剤（パクリタキセル、５－フ
ルオロウラシル、シスプラチン、ビンブラスチン、ビンクリスチン、エポチロン、エンド
スタチン、アンギオスタチンおよびチミジンキナーゼ阻害剤など）；麻酔薬（リドカイン
、ブピバカイン、ロピバカインなど）；抗凝固剤（Ｄ－Ｐｈｅ－Ｐｒｏ－Ａｒｇクロロメ
チルケトン、ＲＧＤペプチド含有化合物、ヘパリン、抗トロンビン化合物、血小板受容体
拮抗薬、抗トロンビン抗体、抗血小板受容体抗体、アスピリン、プロスタグランジン阻害
剤、血小板阻害剤、およびダニ抗血小板ペプチド）；血管細胞成長プロモーター（成長因
子阻害剤、成長因子受容体拮抗薬、転写活性化因子、翻訳プロモーターなど）；血管細胞
成長阻害剤（成長因子阻害剤、成長因子受容体拮抗薬、転写抑制因子、翻訳抑制因子、複
製阻害剤、阻害抗体、成長因子に対する抗体、成長因子と細胞毒素とからなる二機能性分
子、抗体と細胞毒素とからなる二機能性分子）；コレステロール低下剤；血管拡張剤；内
因性の血管作用機序を妨げる薬剤が含まれ得る。
【００８０】
　本開示は、多くの点で単なる例示にすぎないことを理解されたい。本開示の範囲を超え
ることなく、詳細、特に形状、寸法、および工程の構成の事項を変更することができる。
これは、適切な程度において、別の実施形態で使用されている一実施形態の任意の要素を
使用することを含むことができる。本発明の範囲は、言うまでもないが、添付の請求項に
記載された文言において定義される。
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